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１．問題の所在

　社会科の教科書に書いてあることは，社会の一面に
すぎない。教科書が違えば違う写真が掲載され，違う
視点から内容が書かれていることが多い。だから，教
科書採択のときは，いくつかの教科書を比べて，メ
リット・デメリットを比較する。しかし，生徒にとっ
ては，教科書は１種類なので，教科書同士を比べるこ
とはない。教科書が絶対の情報源となって，そこに書
かれていることを全部学ぶことが必要だと思われ，そ
れ以外の情報は，学ぶ必要のない情報として処理され
がちである。
　そのような立場にある教科書も，学習者に批判的思
考力を育てるよう改善されつつある。それは，情報活
用力を育てるための工夫として，作業学習としての要
素を取り入れて改善されている。日本における事例を
取り上げ，特色を考察する。

２．重視される情報活用力

　別添の資料１は，現在，日本の中学校で用いられて
いる社会科教科書の一部である。日本の小中学校の場
合，文部科学省の検定を受け，合格した教科書から，
市町村の教育委員会などが地域単位で選んでいる。し
たがって，複数の教科書がある。この教科書は，最も
普及しているものではないが，近年，特に発行部数を
伸ばしている教科書として注目される教科書である*１。
別添資料は，この教科書の特色として評価されている
部分である。
　このページは，教科書を使う生徒が，過去にタイム
スリップしたという設定でつくられている。このペー

ジを使っておこなわれる学習活動には，次の４つの活
動がある。

（１）生徒の関心や意欲を高める活動
　①　なぞを発見する活動
・この絵の中でいちばん不思議な場面はどこですか？
・この絵の中でもっともなぞの人物は誰ですか？
・この絵の中の世界ではどんな声や音がきこえるで
しょうか？
　このように，このイラストの中から「謎」を探し出
す活動。
　②　なぞを深める活動
・あなたが見つけた不思議な場面は何をしているとこ
ろだと思いますか？
・なぞの人物の服装や様子は他の人と違いますか？
・どんな声や音がきこえるかノートに書き出してみよ
う。
・なぜそれが「なぞ」なのかその理由を整理して，
「なぞ」を深めよう。
　このように生徒の小さな気づきや発見を引き出し，
その気づきや発見を整理させることで「関心・意欲」
を育てる活動。

（２）思考・判断の力を高める活動
　①　現代と比較する活動
・この絵の中でいまともっとも違うところはどこで
しょう？
・この絵の場面にタイムトラベルしたら，あなたはこ
の中の誰に何を聞きますか？
・この絵の場面（もしくは時代）から現代に一つだけ
持ち帰ることを許されたら何を選びますか？
　このように，過去と現代を比較させることで思考力
を高める活動。
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　②　順位付けの活動
・あなたの考え（予想）のなかで，最も重視する考え
は何ですか？
・その理由のうち何が最も重要な理由ですか？　
　このように，ランキングづける活動。

（３）資料活用・表現の力を高める活動
　①　発見する活動
・この絵の中で前に学習した時代と似たところはどこ
ですか？
・この絵の中に教科書○○ページにある資料と似た人
物やモノをさがそう。
・この絵の場面にタイムスリップしたらどんな臭いや
音がするでしょう？絵の中からその理由をさがそう。
　このように，資料を観察し，ある情報にもとづいて
資料から必要な情報をよみ取らせる活動。　
　②　分類する活動
・この絵の中の場面を分類してみよう。
・この絵の中で立場の違う人たちが描かれているとす
ればいくつの立場がありますか？
・この絵の中から次のことを考えるヒントをさがそ
う（重複してもよいしいくつでもよい）。たとえば
この時代の食料事情・エネルギー・医療や衛生状
況・運搬や流通・商業・身分やしきたり・国際関
係・学問や教育・娯楽・信仰や宗教・描かれている
季節などから複数選ぶ。　
　このように，ある視点（基準）から資料を観察し分
類する活動
　③　わかりやすく表現する活動　　
・テーマを考えて絵の中の描かれている人物にせり
ふをつけてみよう。（ある事件について等具体的に
テーマを指示してもよい）
・タイムトラベラーとして見出しを考え，この絵の様
子をいまの人に伝える新聞記事を書いてみよう。
・歴史家として，タイムスリップしたこの絵の時代の
この場所からテレビ中継をするとしたらどんな報告
やコメントをしますか。１分間スピーチをやってみ
よう。
　このように，このページを使って表現力を高める活動。

（４）知識・理解を確実にする活動
　①　キーワードを使う活動
・この絵の中の人やモノに歴史的な用語を記入してみ
よう。
・歴史用語を使って，この絵の簡単な説明を書き，伝
言ゲームをしよう。
・この絵にタイトルを付け，そのタイトルに即してこ
の時代を説明しよう（教科書にある事件や人物など
具体的な例を用いて説明する）。
　このように歴史用語を正確に用いる活動。

　②　当時の社会的立場にたって説明する活動
・この絵の中の誰かの立場に立って，その人物に代
わって現代の人々に手紙を書こう。そのさい，その
人物がそのように話す理由を考えてあなた自身の解
説を付け加えよう。
・この絵の中のある人物にこの場所を案内してもらっ
たら，その人はどんな説明をするでしょうか。立場
の違う人物を何人か選んで，それぞれの立場から案
内のセリフを書いてみよう。
・現代のあなたの視点でこの絵を見たとき，最も大き
な社会問題と考えられる場面はどの場面ですか。当
時それが解決されなかった理由を説明しよう。
　このように，現代とは違った過去の立場に立って考
える活動。
　この活動により，現代の特徴が理解できる。たとえ
ば，過去の身分制度などよい例である。民主的な社会
関係の特徴を理解するため，現代と違う過去の思考や
常識に気づかせる活動は重要である。
　以上のような教科書の使い方は，教科書を一つの情
報源として，そこから情報を読み取り，解釈する活動
である。このように，情報活用力を育てる教科書が評
価されつつある。

３．基本的なコミュニケーショントレーニング
と発展的な学習活動

（１）情報活用型授業における民主的能力の育成       
　前に述べた学習活動は，討論などの生徒同士の意見
交換が中心的な学習活動になる。このような活動の場
合，生徒の発言が少ない場合がある。それは，生徒が
「正解」が一つと思いこんで，それと異なる答えを発
言できないことが原因と考えられる。この場合，教師
は，他者と違う自分自身の答えが大切だというメッ
セージを伝えるようにする。たとえば，「他の人やグ
ループからは出ない考えを言ってごらん」という一言
は効果的な助言である。また，どのような的はずれな
意見であっても無視せずに「いまの意見どうですか」
と他の生徒に意見を求めたり，「もう少し説明してご
らん」など再度説明する機会を与えることも効果的と
考えられ実践されている。
　それでも，生徒たちが自由に発言できないようなと
きは，クラス全員の前で意見を表明させるのでなく，
となりどうしのペアで相互にあるいは４～５人程度の
少人数グループの中で順番に発表させるなど，発言し
やすい環境をつくる。グループ内での発表の中から
「他と違う意見」をクラス全体で発表するように促す
と，多様な意見が出る。多様な意見が出たらそれらの
意見の優先順位や根拠を考えさせ，互いに討論させる
など学習活動の次のステップに移行する。

土屋武，土屋敦：批判的思考力を育成する歴史教科書 ― 帝国書院版『社会科中学生の歴史』を例に ―
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　このように，教科書を情報源として，それを活用す
る授業は，生徒同士のコミュニケーション能力を基礎
的な能力として育てる役割もある。
　生徒同士のコミュニケーションは，日本の社会科歴
史学習で重視される。つまり，過去を解釈する権利
は，一人の独裁者や特権階級の権利でなく，市民一人
一人の権利である。だからこそ，異なる歴史解釈があ
ることを前提にして，人々が，対話（=討論）する民
主的な手続きが必要になる。そのとき，感情でなく，
情報にもとづいて対話する，少数意見を尊重すると
いった理性的かつ民主的なプロセスが必要になる。歴
史学習において，あえて，異なる複数の解釈を提案さ
せ，それらの共通点や相違点を明らかにする学習は，
民主的な市民の基礎トレーニングになると考えられて
いる*２。
　以上のように，歴史学習は，一言で言うと，過去の
情報の活用力と異なる立場の対話力である。その活動
を保証する教科書が評価される傾向にある。

（２）発展的な情報活用学習
　タイムスリップのページで描かれている場面には限
界がある。日本列島には多様な歴史が展開していた。
また，時代の変化を大きくとらえることも大切であ
る。そのような学習に発展させるためにたとえば次の
ような発問が考えられる。
・この絵の外に絵を付け足すとすればあなたはどのよ
うな場面を付け加えますか？
・この絵の中に描かれていない人物を付け足すとすれ
ばどのような人物を付け加えますか？
・あなたがこの時代にタイムトラベルして，この絵の
場面とは違う場所を旅をするならどこに行ってみた
いですか？理由を考えたりどんな様子か予想したり
してみよう。
・この絵の場面で描かれたところはその後どうなった
でしょうか？予想してみよう。
・「タイムスリップ」の他のページと比較して時代の
変化を説明しよう。
　このような発展的活動によって，生徒自身が情報を
活用して主体的に歴史を解釈する機会を持たせる。
　別添の資料２は，この教科書で評価されている「歴
史に挑戦」のページである*３。発展学習として位置づ
けられている。このページは，生徒たちが複数の情報
を組み合わせて，推理，討論する活動のためのページ
である。また，内容は，日本列島と朝鮮半島との交流
を前提とした教材である。
　この教材における学習活動では，船が沈んだ年月を
推理するとき，情報として用意された別の船の例を用
いて推理する場合がある。そのときの論理として，当
時の船の特徴から，「帆船」は，季節風を利用するの
で，四季のある朝鮮半島周辺では，毎年同じ頃，同じ

ルートをたどったと考える生徒がいる。それは，鋭い
視点といえる。蒸気船のように風を必要としない動力
が発明される以前の時代の航海は，自然の力（季節
風）を利用していたこと，そのために交易の時期が限
定されたこと。この理解は，現代の特徴を歴史的に捉
える視座として重要である。社会科歴史学習は，単な
る情報の活用技能だけでなく，現代を歴史的に特徴付
けるための学習として位置づけられる学習である。こ
の教材は，そのような学習としての価値もある。さら
に，日韓の交流史としての視点からは，現代日本が歴
史的にアジア諸地域との交流関係の中で形成されたこ
とを学ぶ教材でもある。　

４．歴史教科書作成の前提条件

　教科書が絶対の真理ではないという視点から，「批
判的思考」は，歴史教科書作成の前提として重視され
る。「批判的思考」は，次のような認識である*４。
・　歴史家や歴史教科書の著者，ジャーナリスト，
テレビ番組のプロデューサーが単に事実を報じて
いるのではなく，入手可能な情報を解釈したり，
出来事や経過を理解し説明するため，異なる諸事
実の間で関係を見つけようとしていることを理解
する。
・　この過程をとおして，彼らが選んだ事実を証拠
事実（つまり，何が起こったのかについて，ある
特定の議論や解釈を支えるために利用される事
実）へと変えているのだということを理解する。
・　視点の多様性がいかなる歴史的事件にも存在す
ると認識する。

　つまり，歴史学習をとおして，①歴史には「異なる
証人の目」や「異なる国，異なる解釈から見えた出来
事」が含まれること，②歴史家は真実をいくら調査し
ても絶対的な真実を提供できないことの二つを学ぶ。
歴史学習において，最も基礎的な歴史学習は，歴史が
「絶対的な真実」ではなく，人が「選んだ」情報から
組み立てられた「解釈」であるとわかることであり，
そのことを学ぶ教科書が必要と考えられている。
　このような視点による問題解決モデルとして次の６
段階の学習活動が前提になっている*５。これは，生徒
を歴史家とみなし，歴史を解釈させるシミュレーショ
ンである。
１）いくつか複数の問題（疑問・謎）をさがす
２）疑問を出し合いいろいろな事実を見つける
３）自分たちが扱える問題を一つに絞る
４）問題解決のためのアイデア（解釈）をいくつか
出しあう
５）解決方法（調査方法）や根拠（必要な情報や資
料）を決定する
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６） 決定した解決方法の実施計画を一つか二つ作る
（文章やイラスト，パネルなど説明の方法も含む）

　帝国書院の教科書を例に説明すると，資料１として
あげた『社会科中学生の歴史』タイムスリップ中世②
の博多の想像図の場合，この絵の中から，
１）自分が気になる場面・疑問に思う場面を３つ探
し，マークする。どれが一番気になるか順位を付
ける。
２）ペアかグループでどの場面にマークしたか，ど
こが一番気になるか，説明しあう。
３）ペアもしくはグループで一番気になる場面を１
つ選ぶ。
４）その場面の説明として，その時代にあり得る説
明とその時代にはあり得ない説明の２つの説明を
考える。
５）その２つの説明（解釈）を証明する根拠を考
え，発表する。
６）２つの説を証明するための調査計画をペアもし
くはグループで話し合い実施する。

　以上のように，教科書さえも一つの情報源と見な
し，それを絶対視せずに解釈するという学習は，歴史
が，ある人々によって解釈され，表現されていること
を前提とした場合，効果的学習と考えられ，日本の教
育実践研究において，今後重視される傾向にある。
　先の季節風の例のように，過去の社会は，現在と異
なる常識があった。江戸時代は，武士に特権があり，
死刑にした人の首が町に晒されるような現在と異なる
社会だった。中世の人は，地球が丸いことを知らず，
自然現象と人間社会をすべて星の動きと関係させて判
断していた（＝占っていた）。このように，現在と異
なる過去についての情報は，自分自身とは異なる常識
を持つ社会があったことに気づかせてくれる。それ
は，異なる常識が対立を生みがちな現在の私たちに他
者への豊かな対応力を与えてくれる。過去を解釈する
作業は，異なる常識の発見でもある。
　そのために，ユニークなつまり，他の生徒が気づか
ないような意見や解釈をあえて提案させる。教師が少
数意見の役割をわざと演じることも，異なる常識の発
見という批判的思考を育てるために必要なときがある。
　教科書が，それに対応するよう望む意見も多いが，
一方，従来の授業スタイルを変革したくない教師たち
からは，敬遠される面もある。そのため，教科書の全
紙面が，情報活用に対応した構成にはなっていない。
しかし，2008年の新しい学習指導要領は，情報活用型
の歴史学習を想定して改訂されたため，現在，より情
報活用型のコンセプトを明確化するよう改訂作業が進
められている。

５．おわりに

　資料３は，大英博物館が小学生向けに作成したワーク
シートである*６。帆船の特徴に注目させるために帆の一
部分を一筆書きで描かせている。また，描かれた太陽
は，船がどの方向を向いて進んでいるかを示す情報でも
ある。星と太陽という天体を頼りに風を使って航海する
歴史が不完全に描かれている。完成させるのは学習者の
作業となる。このように，学習者の能力に合わせて，簡
単な作業から次第にステップを高めていく学習カリキュ
ラムと教材開発が必要であり，日本においても開発が進
められている。今回事例として取り上げた教科書の教材
は，その一例である。このような教材は，国際開発が可
能であり，今後，思考力育成の視点つまり情報活用型の
教科書を共同開発する国際プロジェクトが，東アジアに
おいて必要かつ可能性あるプロジェクトと考えられる*７。

*1　『社会科　中学生の歴史　初訂版』，帝国書院，
2008，pp.64-65。日本で発行部数が最も多い教科
書は，東京書籍の教科書であり，約50％のシェアが
ある。帝国書院版は，約15％であるが，発行部数の
伸び率は最も高い。
　なお，土屋は，執筆者としてこの教材の作成に携
わっている。
*2　土屋武志「社会科授業における討論の重要性」，
『愛知教育大学教育実践総合センター紀要』第10
号，2007，pp.183-190
*3　前注１『社会科　中学生の歴史　初訂版』pp.80-81
*4　Huibert Crijins, History on the move in Europe-
Challenges and Opportunities of a Complex School 
Subject.  In Textbook  improvement with a view 
to  enhancing mutual  understanding  between 
countries . Seoul:Korean Educational Development 
Institute. 2002, pp.51-87
*5　Alison M.Sewell, Sue Fuller, Rosemary C.Murphy,
　Barbara H.Funnell, 2002, Creative Problem solving:
　A Means to Authentic and Purposeful Social Studies:
　Social Studies , Vol.93No.4, 176-179などを参照
*6　Ralph Jackson, Simon James and Emma Myers, “The
　Romans Activity Book”, British Museum Press, P.5
*7　本稿は，土屋武志・土屋敦子の共同研究にもと
づき，2008年10月23日に韓国公州大学校におい
て開催された教科書に関する国際シンポジウム
「International Symposium On The World School 
Textbook 2008」において土屋武志が口頭発表した
ものの一部である。また，本稿は，日本学術振興会
科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「思考力を育てる
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